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本県の自殺者数の推移

※人口動態調査（厚生労働省）を基に県が作成
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社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
自
殺

　
国
の
調
査
に
よ
る
と
、
自
殺
者
数
は
全

国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
28
年

は
約
２
万
１
千
人
で
あ
り
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
県
に
お
け
る
28
年
の
自
殺
者
数
は
３

９
０
人
で
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
数

の
４
・
４
倍
で
す
。
年
代
別
で
は
40
〜
60

代
の
中
高
年
が
約
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
自
殺
者
数
の
推
移
を
見
る
と
、
中
高

年
の
自
殺
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
1 0
代
で
は
横
ば
い
の
状
況
が
続

い
て
い
て
、
こ
こ
数
年
、
自
殺
は
1 0
〜
30

代
の
死
亡
原
因
の
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
が
原
因
で

心
理
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
自
殺
以
外
の

選
択
肢
が
考
え
ら
れ
な
い
状
態
に
な
っ
た

結
果
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る

こ
と
で
す
。

　
ま
た
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
何
ら

か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
サ
イ
ン
に
気

付
き
、
悩
み
の
原
因
に
対
し
て
適
切
に
対

応
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
自
殺
は
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
社
会
全
体
で
自
殺
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

命
を
守
る
た
め
に

　
県
は
、
21
年
度
か
ら
「
県
自
殺
総
合
対

策
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
自
殺
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
26
年
に
計
画
を
見
直
し
、
29
年
４
月
に

県
自
殺
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま

し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
若
年
層
や
自
殺

未
遂
の
経
験
が
あ
る
人
な
ど
に
対
す
る
支

援
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
市
町
村
が
自
殺
対
策
計
画
を
作
成

す
る
た
め
の
支
援
を
し
た
り
、
相
談
体
制

の
充
実
を
図
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
自
殺
の
危
険
性
の
高
い
人
を
早

期
に
発
見
し
、
対
応
を
図
る
た
め
の
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
や
市
町
村
が
実
施
し
た
講
習
会
で
は
、

28
年
度
末
ま
で
に
１
万
人
以
上
が
受
講
し

ま
し
た
。

　
他
に
も
、
県
は
若
者
の
自
殺
を
防
止
す

る
た
め
に
動
画
を
製
作
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

を
活
用
し
て
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
、
誰

も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
総
合
的
・
専
門
的

に
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　県
が
25
年
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
自
殺

を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
県
民
の
う
ち
約
４

割
の
人
が
、
家
族
や
友
人
、
職
場
の
同
僚

な
ど
に
悩
み
を
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
で
乗

り
越
え
ら
れ
た
と
答
え
て
い
ま
す
。

　こ
の
こ
と
は
、
身
近
な
人
の
大
切
な
命

を
守
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
存
在
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
や
県
な
ど
の

自
殺
対
策
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

　さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
自
ら
命
を
絶
つ
人
が
い
ま
す
。
周
り
に
悩
ん
で
い
る
人

が
い
た
ら
そ
の
人
に
寄
り
添
っ
て
、
声
を
掛
け
る
、
話
を
聴
く
、
見
守
る
な
ど
、

一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
。
あ
ら
た
め
て
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

県が製作した自殺対策動画「違和感、それは気づきのはじまりです」編から
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対　前　月：
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　　女　　：
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792,251世帯

（県移動人口調査：平成30年1月1日現在）
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子持観光いちご園（渋川市）
２０１８３

県内の味覚狩り体験の情報をお知らせし
ています。｢ググっとぐんま公式サイト」
（ググっとぐんま観光宣伝推進協議会ホー
ムページ）http://gunma-dc.net/
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ゲートキーパーの役割　～心のサインに気付いたら～

・「消えてしまいたい」　　　　　・「生きていくのが嫌になった」
・「もうこれ以上耐えられない」　・「自分は誰からも必要とされていない」　など

※参考文献：ゲートキーパー養成研修用テキスト（厚生労働省）、こころといのちのゲートキーパー「養成講座テキスト」（日本ゲートキーパー協会）

　ゲートキーパーとは、周りにいる人の悩みや困り事に気付き、声を掛け、話を聴いて、相談・医療機関など必要な支援につなぐ
人のことです。一人でも多くの人がゲートキーパーとしての意識を持ち、それぞれの立場で行動を起こすことが自殺対策につなが
ります。ゲートキーパーについて詳しくは、県こころの健康センター（☎０２７－２６３－１１６６）にお問い合わせ下さい。

自殺の直前に発する主なサイン
発　言

・感情が不安定になる　　　　　　　　　　・投げやりになる
・興味があったことに関心を示さなくなる　・身なりに構わなくなる　など

態　度

・仕事を休みがちになる　　　・不眠を訴える
・酒や薬物を大量に摂取する　・交際が減り、引きこもりがちになる
・極端に食欲がなくなり、体重が減少する　など

行　動

・まず、安心して話せる環境をつくります
・心配しているという気持ちを伝え、提案型のメッセージを送ります
　（例）「最近元気がないようだけど、何かあったの？　私でよければ話を聴か
　　　　せてくれない？」

声を掛ける時は

　「死にたい」と打ち明けられた時は「後で相談しよう」などと後回しにせず、
その場で話を聴きます。つらい気持ちを理解して、共感やねぎらい、感謝の気持
ちを伝えます。安易な励ましや価値観を押し付けるメッセージは避けます。
　「誰にも言わないで」と言われたら「私はあなたの命を守りたい。一緒に相談
に行こう」と伝えます。一人で抱え込まないことが大切です。

■伝えたいメッセージ
・「一緒に考えよう」
・「私に話してくれてありがとう」
・「つらかったね」
・「泣いてもいいよ。弱音を言っても
　いいよ」

■避けたいメッセージ
・「死にたいなんて考えてはいけない」
・「明るく、ポジティブに考えよう」
・「大したことないよ、君ならできるよ」
・「みんなも耐えているんだ。踏ん張り
　どころだよ」
・「もっとこうした方がいいんじゃない」

話を聴く時は

自己成長力を信じて味方になりきる

　民間団体の立場でゲートキーパーの養
成と普及に取り組む、日本ゲートキーパー
協会の大小原理事長に伺いました。

　「人間は誰でも、
良くなりたいとい
う気持ちを持って
いると思います。
ゲートキーパーが
丁寧に話を聴くこ
とで、相談者は今
まで気付かなかっ
た自分の内面に目

を向け、自分自身で問題を解決しようと
します。
　ゲートキーパーは、相談者の自ら成長
する力を信じて『味方になりきって』寄
り添い続けることが大切です。
　私は今までたくさんの人の相談に応じ

気持ちに寄り添って
　～中学３年生女子生徒の体験談～

　「友達のＡちゃんからＬＩＮＥで『友達
にいじめられている。もう消えてしまいた
い』とメッセージが送られてきました。
　私は、講座のことを思い出して『私に話
してくれてありがとう。どんなことがあっ
たのか詳しく教えて』と送りました。
　Ａちゃんから詳しく話を聴いた後『みん
なからの言葉で苦しくなっちゃったんだね。
でも、私はＡちゃんが大切です。また明日
塾で会おうね』と送りました。
　するとＡちゃんから『聴いてくれてあり
がとう』とメッセージが届き、塾で会うこ
とができました。
　講座で習った『避けたいメッセージ』を
使わないように、何度もメッセージを書き
直してＡちゃんの気持ちに寄り添いました。
Ａちゃんは、今も学校生活を続けることが
できています」

ラ イ ン

てきました。その経験の中で、話を聴く
時に感謝の気持ちを伝えることが大切だ
と気付きました。
　自殺を考えてしまうほど落ち込んでい
る人が誰かに相談するのは、エネルギー
が必要なことです。そのような状況の中
で、つらい気持ちを話してくれたことに
対して『ありがとう』と伝えることで、
相談者は安心して話ができます。
　当協会で実施したゲートキーパー養成
講座を受講した人が、身近な人の自殺を
防ぐことができたという話をいくつも聞
いています。中には、中学生が友達の自
殺を防ぐことができた事例もあります。
　自殺の危機に直面している人に出会っ
た時、声掛けの言葉や話を聴く態度など
を正しく知っておくことで、誰でもゲー
トキーパーになれます。そして、ゲート
キーパーとして何より大切なのは、その
人を思う気持ちです」

だい こ はらとし のぶ

大小原利信さん

・体調のことを切り口にして、一声掛けます
・話をそらさず、相づちを打ちながら真剣に
話を聴きます
・本人の気持ちを十分に受け止めた上で、可
能であれば死なないことの約束を取り付けます

声を掛ける・聴く

・ポイントは「いつもと違うかどうか」
…変化に気付くためには、普段からその人に
関心を持ち、コミュニケーションを取ること
が必要です

気付く

・あいさつなど普段通りのコミュニケー
ションを取りながら見守ります
・表情や会話での反応などに注意し、新たな
気付きにつなげます

見守る

・必要に応じて相談・医療機関につなぎます
・本人が相談・医療機関に行けない場合は、
了解を得て代理で連絡します
…話をしっかりと聴き、信頼関係が構築され
ると「つなぐ」ことがしやすくなります

つなぐ
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県庁障害政策課……………☎０２７-２２６-２６４０　　０２７-２２４-４７７６
県こころの健康センター…☎０２７-２６３-１１６６　　０２７-２６１-９９１２

問い合わせ先 FAX

FAX

おか   だ

岡田一恵さん
かず   え

あさ   み

浅見隆康さん
たか やす

【県の主な相談窓口】

こころの健康相談
統一ダイヤル
　自殺予防を目的とした電話相談です。
相談先　☎0570-064-556
※通話料・ナビダイヤル利用料がかか
ります
相談日　月～金曜日（祝日を除く）
時間　午前９時～午後10時

県こころの健康センター電話相談
　うつ病や依存症など、心の病気や心
の健康に関する電話相談です。
相談先　☎027-263-1156
※通話料がかかります
相談日　月～金曜日（祝日を除く）
時間　午前９時～午後５時

自死遺族相談
　大切な人を自死で亡くされた人のた
め、県こころの健康センターが実施す
る面接相談です。
相談日　第１木曜日
相談方法　電話で予約の上、直接
予約先　☎027-263-1156
予約受付日・時間　月～金曜日（祝日
を除く）　午前９時～午後５時

　
県
の
自
殺
対
策
に
つ
い
て
、
県
こ
こ
ろ

の
健
康
セ
ン
タ
ー
の
浅
見
所
長
に
伺
い
ま

し
た
。

支
援
を
広
げ
る

　
「
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、

以
前
か
ら
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
生
か
し
た
自

殺
対
策
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
４
月
に
当

セ
ン
タ
ー
内
に
県
自
殺
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
職
員
を
増
員
し
て
対
応
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
若
年
層
の
自
殺
対
策

と
し
て
『
こ
こ
ろ
の
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
事
業
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

心
が
不
安
定
に
な
り
や
す
い
若
い
世
代
を

対
象
に
、
悩
ん
で
い
る
人
へ
の
声
掛
け
や
、

気
持
ち
を
効
果
的
に
伝
え
る
方
法
を
習
得

し
て
も
ら
う
出
前
型
の
授
業
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
対
象
を
大
学
・
高
校
生

か
ら
中
学
生
ま
で
広
げ
た
り
、
学
校
の
養

護
教
諭
や
市
町
村
な
ど
と
連
携
を
図
っ
た

り
し
た
結
果
、
開
催
回
数
が
大
幅
に
増
え

る
な
ど
、
取
り
組
み
が
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
自
殺
を
し
よ
う
と
し
た
人
や
そ
の

家
族
に
対
す
る
支
援
体
制
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
た
め
、
県
や
市
町
村
、
医
療
機
関
、

警
察
、
消
防
な
ど
か
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
人
の
た
め
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
」

人
を
大
切
に
す
る
社
会
に

　
「
自
殺
予
防
の
取
り
組
み
で
一
番
重
要

な
の
は
、
自
分
や
相
手
を
大
切
に
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
行

政
の
施
策
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
友
人
、

同
僚
、
地
域
の
人
な
ど
周
り
の
人
の
協
力

も
重
要
で
す
。

　
自
分
を
大
切
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

相
手
を
尊
重
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
誰
も
が
助
け
合
え
る
住
み
や
す

い
社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
と
共
に
自
殺
を
減

ら
す
た
め
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
」

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
に
つ
い
て
、
群
馬

い
の
ち
の
電
話
常
務
理
事
の
岡
田
さ
ん
に

伺
い
ま
し
た
。

「
い
の
ち
の
電
話
」

　
「
『
い
の
ち
の
電
話
』
は
、
昭
和
28
年

に
イ
ギ
リ
ス
の
牧
師
が
自
殺
者
を
減
ら
し

た
い
と
い
う
思
い
で
始
め
た
電
話
相
談
で

す
。
日
本
で
は
46
年
に
東
京
で
初
め
て
開

局
さ
れ
、
現
在
、
全
国
に
50
カ
所
あ
り
ま
す
。

　
『
群
馬
い
の
ち
の
電
話
』
は
、
平
成
４

年
　
月
に
開
局
し
て
以
来
、
毎
日
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
月
　
日
に
は
、

主
に
自
殺
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
相
談
員
は
全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
約

２
年
間
の
研
修
を
受
け
て
認
定
さ
れ
た
人

で
す
。
現
在
、
約
２
０
０
人
の
相
談
員
が

交
代
で
対
応
し
て
い
て
、
28
年
は
約
１
万

７
千
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
『
い
の
ち
の
電
話
』
で
は
、
相
談
者
か

ら
氏
名
や
住
所
を
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
相
談
内
容
を
外
部
に
漏
ら
す
こ
と
も

な
い
の
で
、
安
心
し
て
相
談
で
き
ま
す
」

10

10

孤
独
を
抱
え
る
人
た
ち

　
「
相
談
員
か
ら
電
話
で
の
や
り
と
り
に

つ
い
て
話
を
聞
く
と
、
最
近
の
傾
向
と
し

て
、
常
に
孤
独
を
感
じ
て
い
る
人
が
増
え

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　
独
り
暮
ら
し
な
ど
で
周
囲
に
人
が
い
な

く
て
孤
独
を
感
じ
て
い
る
人
、
家
族
や
友

人
が
い
て
も
孤
独
を
感
じ
て
い
る
人
が
大

勢
い
ま
す
。
中
に
は
相
談
員
と
電
話
で
つ

な
が
っ
て
い
る
だ
け
で
い
い
と
言
う
人
も

い
ま
す
。

　
ま
た
仕
事
や
家
庭
な
ど
の
悩
み
だ
け
で

な
く
、
社
会
に
対
す
る
行
き
場
の
な
い
不

満
や
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
人
が
多
く
な
り
、

そ
の
背
景
に
は
孤
独
感
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
す
。

　
寂
し
さ
が
強
く
な
り
、
生
き
て
い
て
も

む
な
し
い
と
い
う
思
い
に
な
る
と
、
自
ら

命
を
絶
つ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
」

周
り
の
人
に
目
を
向
け
て

　
「
私
は
時
々
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
の

講
師
も
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
話
す
の

は
、
現
代
社
会
は
人
と
の
つ
な
が
り
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
周
り
の
人
に
関

心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
、
身
近
な

人
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
で
、
自
殺
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
が
自
分
で

全
て
を
受
け
止
め
よ
う
と
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し
自
分
で
話
を
聴
け
な
い

時
が
あ
れ
ば
『
つ
な
ぐ
』
先
の
一
つ
と
し

て
『
い
の
ち
の
電
話
』
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。
ど
ん
な
悩
み
事
に
も
相
談
員
が
真

剣
に
耳
を
傾
け
ま
す
」

ど
ん
な
悩
み
も
受
け
止
め
る

ど
ん
な
悩
み
も
受
け
止
め
る

連
携
し
て
取
り
組
む

連
携
し
て
取
り
組
む

い
の
ち
・
つ
な
ぐ
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト

　
県
が
運
営
す
る
自
殺
対
策
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
で
す
。
健
康
や
経
済
・
生
活
・
家

庭
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
る
人
に
対
し
て
相
談
窓
口
を
案
内
し
て

い
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.ikiru-

gunm
a.jp/

※

下
図
か
ら
読
み
取
れ
ま
す

　
　
県
庁
障
害
政
策
課
（
☎
・
　
下
記
）

若
い
世
代
に
向
け
た
自
殺
対
策
動
画

　
悩
ん
で
い
る
人
や

そ
の
周
囲
の
人
に
対

し
、
相
談
窓
口
を
周

知
し
若
い
世
代
の
自

殺
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
た
２
本
の
動

画
を
製
作
し
ま
し
た
。

内
容
　

○
「
君
が
話
し
た
い
こ
と
、
そ
れ
だ
け
で

い
い
か
ら
」
編…

本
県
出
身
の
ラ
ッ
プ
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ 

Ｍ
Ｃ
さ
ん
が
、

悩
ん
で
い
る
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て

い
ま
す

○
「
違
和
感
、
そ
れ
は
気
づ
き
の
は
じ
ま

り
で
す
」
編…

悩
ん
で
い
る
人
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
発
し
た
時
、
周
囲
の
人
が
見
落
と
さ
な

い
で
ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

て
い
ま
す

視
聴
方
法
　
県
公
式
動
画
サ
イ
ト
「
ぐ
ん

ま
ち
ゃ
ん
Ｔ
Ｖ
」
（http://w

w
w
.i-gun

m
a.tv/contents/kensei.h
tm
l

）

※

Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
下
図
か
ら
読
み

取
れ
ま
す

　
　
県
庁
障
害
政
策
課
（
☎
・
　
下
記
）

ナ
　
　
　
イ
　
　
　
カ

エ
ム   

シ
ー

問問

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

群馬いのちの電話
☎027-221-0783
※通話料がかかります

毎日、午前９時～翌日午前０時
※第２・４金曜日は
翌日午前９時まで

フリーダイヤル自殺予防
「いのちの電話」
フリーダイヤル
0120-783-556
毎月10日（月１回）

午前８時～翌日午前８時

おこなおう まもろうよ こ こ ろ

「君が話したいこと、それだけでいいから」編

FAXFAX



FAX申

問 FAX

FAX

問申
問 FAX

FAX問 FAX

FAX

問

藤岡特別支援学校高等部　完成予想図

ハナモモと列車

新たに見つかった金堂の跡
こん どう

【前橋会場】
期日　３月25日（日）　時間　午後１時30分～３時
会場　群馬会館（前橋市大手町）
内容　発達障害の人のことを理解し、必要な支援について学びます
○映画「アイム　ヒア　僕はここにいる」の上映
○ミニ講座
・演題　「アイム　ヒア　僕はここにいる」から学ぶ発達障害
・講師　石川京子（リンケージ理事長）
定員　258人（先着順）　申込期限　３月20日（火）必着　
申し込み方法　はがきまたはファクス。郵便番号、住所、氏名、
年齢、電話番号を記入してください
　　県庁障害政策課（〒371―8570　　027-224-4776）
【みどり会場】
期間　３月29日（木）～4月1日（日）
時間　午前10時～午後５時　※１日は３時まで
会場　大間々ショッピングセンターさくらもーる（みどり市大間々町）
内容　・県自閉症協会会員の作品展示

　４月２日は、国際連合が定めた世界自閉症啓発デーです。また４月２日から８日までは発達障害啓発週間で、全国各地で啓発活動が行われています。
世界自閉症啓発デー・発達障害啓発週間 in ぐんま

　入学や進級を控えた子どもが安全に暮らせるよう、家族や地域で子ども
を犯罪から守りましょう。
子どもに伝えておくこと
　常に誰かと一緒にいるように指導しましょう。また防犯ブザーは、いつ
でも鳴らせるように身に着けさせ「助けて」と
大声を出す練習をしましょう
子どもと一緒に確認しておくこと
　通学路や遊び場などへの道を一緒に歩き「子
ども安全協力の家」など、危険を感じたときに
逃げ込める安全な場所を確認しましょう
地域の皆さんへ
　子どもの登校時間や、下校する午後３時から７時までは犯罪の被害に遭
いやすい時間帯です。この時間に自主防犯パトロールや買い物、犬の散歩
などに出掛け、地域ぐるみで子どもを見守りましょう
　　県警察本部子ども・女性安全対策課（☎027-243-0110内線34
51　　027-243-7084）、県庁消費生活課（☎027-226-2356
　　027-223-8100） 

　小学部から高等部まで身近な地域
にある特別支援学校で学び、地域の
事業所や施設の協力を得ながら職業
自立を目指す環境を整備するため、
４月１日から、次の特別支援学校に
新たに高等部を設置します。
所在地　
・沼田特別支援学校高等部（沼田市東原新町　沼田東小学校敷地内）
・藤岡特別支援学校高等部（藤岡市本郷　小・中学部隣接地）
・富岡特別支援学校高等部（富岡市富岡　富岡東高等学校跡地）
・吾妻特別支援学校高等部（中之条町伊勢町　中之条小学校敷地内）
※吾妻特別支援学校は、31年４月から高等部だけ東吾妻町原町（吾
妻高等学校跡地）に移転
　　県庁特別支援教育課（☎027-226-4651　　027-243-
7785）

　わたらせ渓谷鐵道神戸駅で開催される「花
桃まつり」に合わせた、足尾駅から日光市内
までの直通バスと鉄道の「一日フリー切符」
がセットになったお得なツアーです。
日程　４月７日（土）、８日（日）
集合時刻・場所　午後０時40分　足尾駅
※当日、ツアー参加者はわたらせ渓谷鐵道の
全ての列車に自由に乗り降りできます
費用　一般＝１,８５０円、小学生＝９３０円
※小学生未満は、大人１人当たり２人まで無料
申し込み方法　電話
　・　　わたらせ渓谷鐵道（☎0277-73-2110　　0277-73-
3121）

期日　３月1０日（土）
時間　午後０時30分～４時20分
会場　群馬会館（前橋市大手町）
内容　国指定史跡上野国分寺跡では、24年
度から28年度まで発掘調査が行われ、これ
までの国分寺像を覆す新たな発見がありました。
　調査の成果を紹介し、全国的な見地から、
新しい上野国分寺像を探ります。
　開会行事として、総社神社太々神楽保存会による太々神楽も上演します
演題・講師
・５年間の発掘調査成果　橋本淳（県庁文化財保護課指導主事）
・国分寺制度と上野国分寺　佐藤信（東京大学大学院教授）
・国分寺の伽藍と上野国分寺　須田勉（前国士舘大学文学部教授）
定員　４００人（先着順）　費用　無料
申し込み方法　当日、直接会場にお越しください
　　県庁文化財保護課（☎027-226-4684　　027-243-7785）

上野国分寺シンポジウム｢新しい上野国分寺像を探る｣

子どもの安全を見守りましょう県立特別支援学校に新たに高等部を設置します

わたらせ渓谷鐵道｢花桃まつり｣と日光へ
てつ      どう こ う ず け こく    ぶん     じ

FAX

はし もとじゅん

だい だい  か ぐ ら

さ  とうまこと

が  らん す   だ つとむ

・ミニ講演会、ＤＶＤの上映、啓発リーフレット・風船の配布、クイズコー
ナー、県のマスコット「ぐんまちゃん」の登場（１日だけ）
申し込み方法　当日、直接会場にお越しください
【館林会場】
期間　4月1日～7日（土）
時間　午前10時～午後５時　※７日は３時まで
会場　館林市役所（館林市城町）
内容　
・県自閉症協会会員の作品展示
・ミニ講演会（５日だけ）
・ＤＶＤの上映、啓発リーフレット・風船の配布、クイズコーナー、県の
マスコット「ぐんまちゃん」の登場（７日だけ）
申し込み方法　当日、直接会場にお越しください
【共通事項】
費用　無料
　　県庁障害政策課（☎027-897-2648　　前記）、県自閉症協会
（☎090-5503-7671　　027-326-3725）

いし かわきょう  こ

＊ 印の施設では、障害者手帳などをお持ちの方とその介護者（１人）は無料です。証明できるものをお持ちください
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問い合わせの際は、番号を間違えないようにお願いします
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申 は申込先、HPはホームページです 問 は問い合わせ先、



渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼
き

期
日
　
３
月
17
日
㈯

※
雨
天
な
ど
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場
合

は
18
日
㈰
に
延
期
。
18
日
に
実
施
で
き
な

い
場
合
は
24
日
㈯
に
延
期

開
始
時
刻
　
午
前
８
時
30
分

会
場
　
渡
良
瀬
遊
水
地
（
板
倉
町
海
老
瀬
他
）

内
容
　
貴
重
な
湿
地
環
境
の
保
全
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
渡
良
瀬
遊
水
地
周
辺
に
広

が
る
ヨ
シ
原
を
焼
き
ま
す

そ
の
他
　

・
ヨ
シ
焼
き
に
伴
い
、
灰
や
煙
が
広
範
囲

に
飛
散
し
、
洗
濯
物
へ
の
付
着
や
庭
・
屋

根
へ
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

・
詳
し
く
は
、
渡
良
瀬
遊
水
地
ア
ク
リ
メ
ー

シ
ョ
ン
振
興
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//w
atarase.or.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

自
動
音
声
案
内
（
☎
０
２
８
２
・
６
２
・

０
９
１
５
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い

そ
の
他

・
車
検
証
の
住
所
の
変
更
手
続
き
が
間
に

合
わ
な
い
場
合
は
、
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受

付
シ
ス
テ
ム
（http://w

w
w.shinsei.elg-

front.jp/gunm
a/navi/index.htm

l

）
で

一
時
的
に
納
税
通
知
書
の
送
付
先
を
変
更

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.pref.gunm

a.jp/04/a
4310063.htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

・
県
で
は
５
月
か
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
税
を
導
入
し
ま
す
。
「Yahoo!

　
公

金
支
払
い
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://k

oukin.yahoo.co.jp/

）
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
が
で
き

ま
す

※
マ
ス
タ
ー
カ
ー
ド
、
ビ
ザ
、
ジ
ェ
ー
シ
ー

ビ
ー
、
ダ
イ
ナ
ー
ス
ク
ラ
ブ
、
ア
メ
リ
カ

ン
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
が
利
用
可
能
で
す

※
納
付
税
額
に
応
じ
た
手
数
料
が
か
か
り

ま
す

・
軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
に
は
軽
自
動
車
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
市
役
所
・

町
村
役
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

・
自
動
車
税
に
つ
い
て
…
県
自
動
車
税
事

務
所
（
☎
０
２
７
・
２
６
３
・
４
３
４
３

　
　
０
２
７
・
２
６
１
・
５
９
３
１
）
、

県
行
政
県
税
事
務
所

・
登
録
に
つ
い
て
…
関
東
運
輸
局
群
馬
運

輸
支
局
（
☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０

２
１
　
　
０
２
７
・
２
６
１
・
０
０
３
２
）

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
税
に
つ
い
て
…

県
庁
税
務
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２

１
９
４
　
　
０
２
７
・
２
２
１
・
８
０
９
６
）

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
済
ん
で

い
ま
す
か

　
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
軍
人
軍
属

等
の
遺
族
に
対
し
て
支
給
す
る
特
別
弔
慰

金
の
請
求
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
人
は
、
期
限
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
債
の
名
称
　
第
十
回
特
別
弔
慰
金
国
庫

債
券
「
い
」
号

支
給
内
容
　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の

問
FAX

FAX
FAX

集
合
場
所
　
県
太
田
合
同
庁
舎
（
太
田
市

西
本
町
）

内
容

・
吾
妻
コ
ー
ス
　
金こ

ん

蔵ぞ
う

寺じ

の
シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
、
甲か

波わ

宿す
く

禰ね

神じ
ん

社じ
ゃ

の
大
ケ
ヤ
キ
、
泉せ

ん

龍り
ゅ
う

寺じ

の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
他

・
東
毛
コ
ー
ス
　
旧
県
立
境
高
等
学
校
の

ト
ウ
カ
エ
デ
、
連つ

な

取と
り

の
笠
松
、
反そ

り

町ま
ち

薬や
く

師し

の
ク
ス
ノ
キ
他

【
共
通
事
項
】

対
象
　
16
歳
以
上
の
人

定
員
　
各
40
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

※
吾
妻
・
東
毛
コ
ー
ス
の
う
ち
20
人
は
太

田
市
在
住
の
人
に
限
る

費
用
　
２
千
円
（
昼
食
代
な
ど
）

申
込
期
限
　
３
月
19
日
㈪
必
着

申
し
込
み
方
法
　
往
復
は
が
き
。
往
信
面

に
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
（
第
２
希
望
ま

で
）
を
、
返
信
面
に
代
表
者
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

※
１
人
１
通
だ
け
。
１
通
で
２
人
ま
で
申

し
込
め
ま
す

※
県
緑
化
推
進
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://w
w
w
.g-sinrin.jp/

）
か
ら
も
申
し

込
め
ま
す

そ
の
他
　
参
加
者
に
は
旅
行
条
件
書
な
ど

の
書
類
を
送
付
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
の

上
、
必
要
な
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

　
・
　
　
県
緑
化
推
進
委
員
会
（
〒
３
７

１
―
０
８
５
４
　
前
橋
市
大
渡
町
１
の
10

の
７
　
☎
０
２
７
・
２
８
０
・
６
２
５
７

　
　
０
２
７
・
２
５
５
・
６
２
６
５
）

ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練

促
進
資
金
貸
付
金

こ
の
制
度
は
　
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介

護
福
祉
士
、
調
理
師
な
ど
の
養
成
機
関
に

在
学
し
、
資
格
取
得
を
目
指
す
ひ
と
り
親

に
対
し
て
、
資
金
の
貸
し
付
け
を
す
る
も

の
で
す
。
資
格
取
得
後
、
そ
の
資
格
を
要

申

問
FAXご

利
用
く
だ
さ
い

栄
養
士
、
薬
剤
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
健
康
教
室
。
１
時
間
の
講
義
と
２

時
間
の
運
動
実
習
を
し
ま
す

対
象
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
が
気
に
な

る
20
歳
以
上
の
人

定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

費
用
　
３
万
５
千
円
（
医
師
の
問
診
、
運

動
負
荷
テ
ス
ト
、
血
液
検
査
料
、
運
動
指

導
料
な
ど
）

申
込
期
限
　
３
月
13
日
㈫

申
し
込
み
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
。

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
・
　
　
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
７
・
２
６
９
・
７
４
５
５
　
　
０
２

７
・
２
６
９
・
１
４
９
２
）

巨
樹
・
古
木
巡
り
ツ
ア
ー

　
県
内
各
地
の
代
表
的
な
巨
樹
・
古
木
を

バ
ス
で
巡
り
、
樹
木
医
の
解
説
を
聞
き
な

が
ら
見
学
し
ま
す
。

期
日
　
４
月
８
日
㈰

※
雨
天
決
行

時
間
　
午
前
８
時
50
分
～
午
後
５
時

【
前
橋
出
発
】

集
合
場
所
　
県
前
橋
合
同
庁
舎
（
前
橋
市

上
細
井
町
）

内
容

・
西
毛
コ
ー
ス
　
仁じ

ん

叟そ
う

寺じ

の
カ
ヤ
、
中ち

ゅ
う

正し
ょ
う

寺じ

の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
、
萩は

ぎ

原わ
ら

の
笠
松
他

・
利
根
沼
田
コ
ー
ス
　
吉き

ち

祥じ
ょ
う

寺じ

の
ヒ
メ
コ

マ
ツ
、
発ほ

っ
ち知

の
彼
岸
桜
、
薄う

す

根ね

の
大
ク
ワ
他

【
太
田
出
発
】

申

問

FAX

金蔵寺のシダレザクラ

記
名
国
債

対
象
　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

27
年
４
月
１
日
現
在
、
公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合

に
、
次
の
順
序
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
１
人

①
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
「
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
」
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
に
生
計
を
共
に

し
て
い
た
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉

妹
（
婚
姻
や
養
子
縁
組
に
よ
り
、
27
年
４

月
１
日
現
在
で
氏
が
変
わ
っ
て
い
る
人
を

除
く
）

④
３
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟

姉
妹

⑤
１
～
４
以
外
の
３
親
等
内
の
親
族
（
戦

没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
生
計
を
共
に
し
て
い
た
人
に
限
る
）

請
求
期
限
　
４
月
２
日
㈪

請
求
方
法
　
所
定
の
請
求
用
紙

請
求
用
紙
配
布
場
所
　
住
所
地
の
市
役
所
・

町
村
役
場

そ
の
他
　
請
求
の
際
に
、
請
求
書
へ
の
個

人
番
号
の
記
入
の
他
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

ま
た
は
個
人
番
号
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
お

よ
び
身
元
確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
住
所
地
の
市
役
所
・
町
村
役

場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
県
庁
国
保
援
護
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
２
６
８
１
　
　
０
２
７
・
２
２
３
・

３
８
６
４
）

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
心
臓
病
予

防
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
さ
く

ら
コ
ー
ス
）

日
程
　
４
月
３
日
～
６
月
29
日
の
火
ま
た

は
金
曜
日
（
全
12
回
）

時
間
　
午
後
１
時
～
４
時

会
場
　
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
（
前
橋

市
亀
泉
町
）

内
容
　
医
師
や
健
康
運
動
指
導
士
、
管
理

問

FAX

募

　集

㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮

お
知
ら
せ

　
　
渡
良
瀬
遊
水
地
ア
ク
リ
メ
ー
シ
ョ
ン

振
興
財
団
（
☎
０
２
８
２
・
６
２
・
１
１

６
１
　
　
０
２
８
２
・
６
２
・
１
１
６
５
）

自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

車
検
証
上
の
所
有
者
（
割
賦
販
売
の
場
合

は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
る
県
税
で
す
。

　
次
の
場
合
は
、
３
月
30
日
㈮
ま
で
に
運

輸
支
局
で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
が
必
要
な
主
な
場
合

・
自
動
車
を
売
却
・
下
取
り
に
出
し
た

・
自
動
車
を
廃
車
に
し
た

・
住
所
、
氏
名
を
変
更
し
た

手
続
き
を
済
ま
せ
な
い
と
　
既
に
使
用
し

て
い
な
い
自
動
車
の
税
金
を
納
め
る
こ
と

に
な
っ
た
り
、
転
居
先
に
納
税
通
知
書
が

届
か
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
自
動
車
の
売
買
や
譲
渡
な
ど
で
登
録
内

容
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
運
輸
支
局

で
確
実
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
手
続
き
を
販
売
業
者
な
ど
に
依
頼

し
た
場
合
は
、
手
続
き
が
済
ん
で
い
る
か

問

FAX

大
き
な
夢
と
感
動
を
あ
り
が
と
う

　
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
で
県
勢
初
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
前

橋
育
英
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
に
県
民

栄
誉
賞
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
幾
多
の
強
豪
と
の
戦
い
を
勝
ち
抜
き
、

つ
い
に
手
に
し
た
全
国
制
覇
と
い
う
栄

光
は
、
選
手
の
皆
さ
ん
が
毎
日
努
力
を

積
み
重
ね
た
結
果
で
す
。
ま
た
学
校
関

係
者
や
選
手
の
ご
家
族
の
献
身
的
な
支

え
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
心
か

ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
ど
ん
な
場
面
で
も
最
後
ま
で
諦
め
な

い
選
手
の
皆
さ
ん
の
気
迫
あ
ふ
れ
る
プ

レ
ー
に
、
多
く
の
県
民
が
感
動
し
、
歓

喜
し
ま
し
た
。
私
た
ち
に
大
き
な
夢
と

感
動
を
与
え
て
く
れ
た
こ
の
偉
業
は
、

県
民
の
誇
り
で
す
。

　
こ
の
栄
誉
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
切
り
開
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
選
手
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く

の
若
い
人
た
ち
が
ま
す
ま
す
活
躍
し
、

夢
と
希
望
に
向
か
っ
て
飛
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

ム
ラ
コ
事
知

前橋育英高校サッカー部の田部井涼前主将に県民
栄誉賞旗を贈呈する大澤正明知事（２月21日県庁）

平成30年 3月 4日発行（毎月第1日曜日、1月は1日発行）



す
る
業
務
に
５
年
間
従
事
す
る
こ
と
な
ど

を
条
件
に
、
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す

対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
県
内
の
自
治
体
で
高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
金
を
受
給
し
て
い
る

・
児
童
扶
養
手
当
全
部
受
給

・
資
格
取
得
後
、
そ
の
資
格
を
要
す
る
業

務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る

資
金
の
種
類
・
貸
付
限
度
額

・
入
学
準
備
金
（
養
成
機
関
に
入
学
し
た

と
き
）
　
50
万
円

・
就
職
準
備
金
（
養
成
機
関
の
課
程
を
修

了
し
、
資
格
を
取
得
し
て
就
職
し
た
と
き
）

　
20
万
円

利
率
　
原
則
と
し
て
無
利
子

申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
用
紙

返
済
方
法
　
一
括
ま
た
は
分
割

そ
の
他

・
原
則
と
し
て
連
帯
保
証
人
が
必
要
で
す

・
貸
し
付
け
に
当
た
り
県
社
会
福
祉
協
議

会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
利

用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

・
養
成
機
関
在
学
中
や
、
資
格
取
得
後
、

資
格
を
要
す
る
業
務
に
従
事
し
て
い
る
期

間
な
ど
は
、
返
済
据
え
置
き
期
間
で
す

・
貸
し
付
け
要
件
や
返
済
免
除
要
件
に
つ

い
て
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
請
用
紙
配
布
場
所
・
　

・
市
に
住
ん
で
い
る
人
…
住
所
地
の
市
役

所
担
当
課

・
町
村
に
住
ん
で
い
る
人
…
県
保
健
福
祉

事
務
所

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家ち

　P

ポ

リ

ス

O
LIC
E

説
明
会

期
日
　
３
月
14
日
㈬

時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場
　
ぐ
ん
ま
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
「
ぐ

ん
ま
ち
ゃ
ん
家
」
（
東
京
都
中
央
区
銀
座
）

内
容
　
警
察
官
・
警
察
事
務
な
ど
の
業
務

問

試

　
験

 クロスワードパズルの正解者の中から抽選で、ザスパクサツ群馬（4月15日藤枝MYFC戦）、群馬クレインサンダーズ（今シーズンホーム
ゲーム共通）、群馬交響楽団定期演奏会（4月21日）のチケット（２枚組み）をそれぞれ５人にプレゼントします。詳しくは８ページをご覧ください

説
明
、
採
用
試
験
の
概
要
説
明
、
警
察
職

員
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

対
象
　
県
警
察
職
員
の
採
用
試
験
の
受
験

を
考
え
て
い
る
高
校
生
以
上
の
人

定
員
　
20
人
程
度
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
込
期
限
　
３
月
13
日
㈫
午
後
５
時
15
分

申
し
込
み
方
法
　
電
話

※
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.police.pref.gunm

a.jp/gp-saiyou/in
dex.htm

）
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す

　
・
　
　
県
警
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
０

１
２
０
・
４
４
９
８
０
３
）
、
県
警
察
本

部
警
務
課
（
☎
０
２
７
・
２
４
３
・
０
１

１
０
内
線
２
６
５
５
　
　
０
２
７
・
２
２

４
・
８
８
８
８
）
　
　

県
警
察
官
Ａ
等
採
用
試
験

第
１
次
試
験
日
　
５
月
13
日
㈰

第
１
次
試
験
合
格
発
表
日
　
５
月
28
日
㈪

第
２
次
試
験
日
　
６
月
上
旬
～
中
旬

第
２
次
試
験
合
格
発
表
日
　
６
月
22
日
㈮

第
３
次
試
験
日
　
７
月
上
旬
～
中
旬

最
終
合
格
発
表
日
　
８
月
17
日
㈮

受
験
資
格

・
県
警
察
官
Ａ
…
昭
和
60
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

ア
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成

31
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

イ
　
県
人
事
委
員
会
が
ア
に
掲
げ
る
人
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

※
武
道
指
導
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
に
柔

道
ま
た
は
剣
道
３
段
以
上
お
よ
び
関
東
大

会
へ
の
出
場
経
験
な
ど
が
必
要

・
県
警
察
官
Ｂ
特
別
…
昭
和
60
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
、
県
警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格
学
歴
に

該
当
せ
ず
、
平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
勤

務
可
能
な
人

出
願
期
間
　
３
月
19
日
㈪
～
４
月
６
日
㈮

※
電
子
申
請
は
５
日
㈭
ま
で

出
願
方
法
　
所
定
の
出
願
用
紙

※
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム
（ht

申

問

FAX

tp://w
w
w
.shinsei.elg-front.jp/gunm

a/navi/index.htm
l

）
か
ら
も
出
願
で
き

ま
す

試
験
案
内
・
出
願
用
紙
配
布
場
所
　
県
庁

県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
行
政
県
税
事
務
所
、

県
内
の
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
、
県
東

京
事
務
所
（
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
）
、

県
警
察
本
部
、
県
人
事
委
員
会
事
務
局

そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.gunm

a.jp/saiyo
u/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
２
７
４
４
　
　
０
２
７
・
２
２

１
・
６
２
４
７
）

県
施
設
果
菜
類
品
評
会

期
日
　
３
月
20
日
㈫

時
間
　
午
後
１
時
～
３
時

※
展
示
品
の
販
売
は
３
時
か
ら
展
示
品
終

了
ま
で

会
場
　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内
容
　
県
内
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の

施
設
で
栽
培
さ
れ
た
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
、

ナ
ス
の
展
示
・
販
売

入
場
料
　
無
料

　
　
県
庁
蚕
糸
園
芸
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
３
１
２
４
　
　
０
２
７
・
２
４
３
・

７
２
０
２
）

問

FAX

催

　
し

県知事賞を受賞したキュウリ

問

FAX

㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮

問 ザスパクサツ群馬　☎０２７-２２５-２３５０
 ０２７-２２５-２３５５ HP http://www.thespa.co.jp/

群馬交響楽団東京公演情報ザスパクサツ群馬試合情報
日程 開始時刻 対戦相手

午後４時 ブラウブリッツ秋田

正田醤油スタジアム群馬（前橋市敷島町）会　場

指定席＝2,900円　※自由席は席種などにより異なり
ます。詳しくはお問い合わせください
入場料

前売り券販売場所 ベイシアワールドスポーツ西部モール店（伊
勢崎市宮子町）・前橋みなみモール店（前橋市新堀町）など

FAX

３月１８日（日）期 日
開演時刻 午後３時（２時１5分開場）
会 場 すみだトリフォニーホール（墨田区錦糸）

入 場 料 Ｓ席＝5,700円、Ａ席＝4,600円、Ｂ席＝3,600円、
Ｃ席＝2,600円

群馬交響楽団事務局（高崎市高松町）、トリ
フォニーホールチケットセンター、チケットぴあなど
入場券販売場所

群馬交響楽団事務局　 ☎０２７-３２２-４３１６  問 群馬プロバスケットボールコミッション　☎０２７-２８９-９５６２
 

入場料 席種などにより異なります。詳しくはお問い合わせください
入場券購入先 群馬クレインサンダーズホームページ

前橋…ヤマト市民体育館前橋（前橋市上佐鳥町）
みどり…みどり市桐生大学グリーンアリーナ（みどり市笠懸町）

会 場

日程 開始時刻 会場 対戦相手
午後６時 前橋

前橋

みどり

バンビシャス奈良午後２時
午後６時

午後７時

秋田ノーザンハピネッツ

アースフレンズ東京Z
午後２時

群馬クレインサンダーズ試合情報

   問
０２７-３２２-４９４３ HPhttp://www.gunkyo.com/FAX

　　　　指揮：大友直人、ピアノ：小川典子、曲目：エルガー／序
曲《コケイン》－ロンドンの下町で　作品40、ラベル／ピアノ協奏
曲ト長調、ボーン・ウィリアムス／交響曲第２番｢ロンドン交響曲｣

おおともなお と お がわのり こ
内 容

FAX０２７-２８９-９５６３　HP https://g-crane-thunders.jp/

３月１０日（土）３月１７日（土）
午後４時 ＦＣ琉球 ３月１１日（日）

３月２４日（土）
３月２５日（日）

３月２５日（日）

３月２８日（水）

月～木曜日 午後５時50分

FM GUNMA
ぐんま情報
トッピング

県庁広報課（☎ 027-226-2167　FAX 027-243-3600）問

毎週金曜日 午後７時３０分
（再放送） 日曜日　午前９時３０分

ぐんま名山探訪（鐘原ケ岳）、ぐんま湯けむり浪漫（鹿
沢温泉）、おさんぽ日和（下仁田駅周辺エリア）など

県庁広報課（☎ 027-226-2162　FAX 027-243-3600）問
販売場所：県庁県民センター、県内取扱書店

県政の話題 ぐんまちゃんのお誕生日会
か　お 前橋育英高校サッカー部監督　山田耕介さん
特　集 群馬のロケ地探訪2018

FEB MAR

２･３
３月10日㈯発売予定 定価３６０円（税込み）

 県庁広報課（☎ 027-226-2162　　027-243-3600）FAX問

　スマートフォンやタブレット端末で「ぐんま広報」の最新号をご覧になれます。
県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/07/b2101224.html）から
電子書籍用アプリ（無料）をダウンロードしてください。

 

 「ぐんま広報」電子書籍版のお知らせ ３月1６日／ぐんまから世界へ！　大泉で出会う若きAMIGOたち
３月２３日／早春の邑楽で探せ！　むら美人
３月３０日／総集編

　群馬の宣伝部長ぐんまちゃん、宣伝部員のタイムマシー
ン３号と女性部員が、群馬を全国に宣伝するために、地域
の魅力を紹介します。

「７つの交通軸構想」の道路６区間が開通します
〜高速道路へのアクセスが向上し、交通渋滞が緩和されます〜

　　県庁道路整備課（☎０２７-２２６-３５７６　　０２７-２４３-０２５０）問 FAX

○県道高崎渋川線バイパス
　３期工区
・開通日　４月２７日（金）
・時間　午後３時
・区間　吉岡町小倉～渋川
市行幸田（２．６㌔）

○国道２５４号バイパス
　都市計画道路吉井北通り線
・開通日　３月１８日（日）
・時間　午後３時
・区間　高崎市吉井町本郷～
高崎市吉井町池（１．５㌔）

○県道大間々世良田線
　笠懸藪塚工区
・開通日　３月２８日（水）
・時間　午後３時
・区間　みどり市笠懸町鹿～
太田市大原町（２．５㌔）

○県道伊勢崎深谷線
　上武大橋（架け替え）
・開通日　３月１７日（土）
・時間　午後３時
・区間　伊勢崎市境平塚～埼
玉県深谷市中瀬（１．６㌔）

○国道３５４号
　板倉北川辺バイパス
・開通日　３月２４日（土）
・時間　午後３時
・区間　板倉町海老瀬～埼玉
県加須市柏戸（４．６㌔）

○国道１２２号
　館林明和バイパス
・開通日　３月２６日（月）
・時間　午後３時
・区間　館林市苗木町～明和
町川俣（３．７㌔）

吉井IC吉井IC

渋川IC渋川IC

館林IC館林IC
太田藪塚IC太田藪塚IC

17

17

1718

50

．

上信自動車道上信自動車道

上信越自動車道上信越自動車道

北関東自動車道北関東自動車道
東北自動車道東北自動車道

関越自動車道関越自動車道

平成30年 3月 4日発行（毎月第1日曜日、1月は1日発行）



開
始
時
刻
　
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１
時

30
分

対
象
　
小
学
３
年
～
高
校
生

※
介
助
犬
体
験
だ
け

定
員
　
各
15
人
（
先
着
順
）

※
介
助
犬
体
験
だ
け

【
共
通
事
項
】

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

　
　
☎
０
２
７
６
・
２
５
・
０
０
５
５
　

　
０
２
７
６
・
２
５
・
０
０
５
９

ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
季
節
展
「
虫

た
ち
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
！

　
早
春
編
」
＊

会
期
　
４
月
22
日
㈰
ま
で

※
月
曜
日
休
園

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

（
入
園
は
４
時
ま
で
）

※
４
月
１
日
㈰
か
ら
は
５
時
（
入
園
は
４

時
30
分
）
ま
で

会
場
　
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
（
桐
生
市

新
里
町
）

内
容
　
チ
ョ
ウ
や
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
、
ミ
ツ

バ
チ
な
ど
、
春
を
代
表
す
る
昆
虫
に
つ
い

て
展
示
・
解
説
し
ま
す

入
園
料
　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

　
　
☎
０
２
７
７
・
７
４
・
６
４
４
１
　

　
０
２
７
７
・
７
４
・
６
４
６
６

問FAX

菜の花とセイヨウミツバチ

問FAX

校
生
＝
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

　
　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
２
２
　

　
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
３
４

自
然
史
博
物
館
企
画
展
「
ぐ
ん

ま
ち
ゃ
ん
と
め
ぐ
る
利
根
川
の

旅
」
＊

会
期
　
３
月
17
日
㈯
～
５
月
13
日
㈰

※
月
曜
日
（
４
月
30
日
を
除
く
）
休
館

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
30
分
ま
で
）

会
場
　
県
立
自
然
史
博
物
館
（
富
岡
市
上

黒
岩
）

内
容
　
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ

ん
」
と
一
緒
に
、
利
根
川
の
河
口
か
ら
源

流
部
ま
で
旅
を
し
な
が
ら
「
坂
東
一
の
川
」

と
い
わ
れ
る
利
根
川
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す

観
覧
料
　
一
般
＝
６
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

　
　
☎
０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
０
０
　

　
０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
５
０

問FAX

織田信長像（大徳寺蔵）（部分）利根川とぐんまちゃん

問FAX

会
場
　
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
発

掘
情
報
館
（
渋
川
市
北
橘
町
）

内
容
　
滑か

っ
せ
き石
や
琥こ

珀は
く

、
カ
ラ
ー
粘
土
な
ど

を
使
っ
た
勾
玉
作
り
体
験

費
用
　
２
１
０
円
～
１
０
３
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

　
　
☎
０
２
７
９
・
５
２
・
２
５
１
３
　

　
０
２
７
９
・
５
２
・
２
９
０
４

問FAX

滑石を削って勾玉を作る

ぐ
ん
ま
天
文
台「
星
空
さ
ん
ぽ
」＊

期
日
　
３
月
17
日
㈯

※
天
候
不
良
時
は
中
止

時
間
　
午
後
７
時
～
９
時
30
分

会
場
　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
（
高
山
村
中
山
）

内
容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
星
空
観
賞
に

役
立
つ
目
印
や
星
座
の
探
し
方
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す

費
用
　
無
料

※
入
館
料
が
か
か
り
ま
す

入
館
料
　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

そ
の
他
　
歩
行
が
困
難
な
人
は
、
当
館
の

駐
車
場
と
会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す

　
　
☎
０
２
７
９
・
７
０
・
５
３
０
０
　

　
０
２
７
９
・
７
０
・
５
５
４
４

歴
史
博
物
館
企
画
展
「
織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

と
上こ

う
ず
け
の
く
に

野
国
」
＊

会
期
　
３
月
17
日
㈯
～
５
月
13
日
㈰

※
月
曜
日
（
４
月
30
日
を
除
く
）
休
館

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
30
分
ま
で
）

会
場
　
県
立
歴
史
博
物
館
（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内
容
　
天
下
統
一
の
礎
を
築
い
た
織
田
信

長
。
関
東
で
唯
一
信
長
の
支
配
を
受
け
た
、

群
馬
の
歴
史
に
迫
り
ま
す

観
覧
料
　
一
般
＝
６
０
０
円
、
大
学
・
高 一番星を探す参加者

問FAX

土
屋
文
明
記
念
文
学
館
「
紙
芝

居
で
楽
し
む
文
学
～
大
人
の
た

め
の
紙
芝
居
～
」

期
日
　
３
月
18
日
㈰

開
演
時
刻
　
午
後
２
時

※
上
演
時
間
約
90
分

会
場
　
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
（
高

崎
市
保
渡
田
町
）

内
容
　
伊い

藤と
う

左さ

千ち

夫お

、
夏な

つ

目め

漱そ
う

石せ
き

、
幸こ

う

田だ

露ろ

伴は
ん

、
樋ひ

口ぐ
ち

一い
ち

葉よ
う

、
泉い

ず
み

鏡き
ょ
う

花か

な
ど
、
明
治

時
代
の
作
品
を
基
に
し
て
作
ら
れ
た
、
大

人
が
見
て
楽
し
め
る
紙
芝
居
を
上
演
し
ま
す

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

　
　
☎
０
２
７
・
３
７
３
・
７
７
２
１
　

　
０
２
７
・
３
７
３
・
７
７
２
５

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
「
春

の
勾ま

が

玉た
ま

ま
つ
り
」

期
間
　
３
月
22
日
㈭
～
４
月
６
日
㈮

※
土
曜
日
、
29
日
㈭
～
３
日
㈫
を
除
く

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
体

験
学
習
の
受
け
付
け
は
３
時
ま
で
）

問FAX

県民リポーター自薦受け付け中！ 詳しくは県庁広報課まで（☎ 027-226-2171） 。リポーターの記事は県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/01/b2111261.html）でご覧になれます

㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮

ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

「
ハ
ナ
モ
モ
フ
ェ
ス
タ
」
＊

会
期
　
３
月
18
日
㈰
ま
で

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
場
は

４
時
30
分
ま
で
）

会
場
　
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
（
前
橋

市
柏
倉
町
）

内
容
　
ハ
ナ
モ
モ
と
ひ
な
人
形
を
飾
り
、

一
足
早
い
春
を
演
出
し
ま
す

入
園
料
　
一
般
＝
６
０
０
円
、
中
学
生
以

下
＝
無
料

　
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
１
１

８
７
・
３
８
　
　
０
２
７
・
２
８
３
・
８

３
８
９

ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童
会
館

「
盲
導
犬
・
聴
導
犬
を
知
ろ
う
！

　
ふ
れ
あ
お
う
！
」

会
場
　
ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童
会
館
（
太

田
市
長
手
町
）

【
盲
導
犬
・
聴
導
犬
の
活
動
紹
介
な
ど
の

パ
ネ
ル
展
】

会
期
　
３
月
31
日
㈯
ま
で

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

【
盲
導
犬
・
聴
導
犬
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
と
介
助
犬
体
験
】

期
日
　
３
月
10
日
㈯

館
物
博
・
館
術
美

し
催
の
ど
な

ハナモモとひな人形

問

FAX

　
生
涯
学
習
の
一
環
で
、
前
橋
市
公
民

館
で
行
わ
れ
て
い
る
「
ラ
フ
タ
ー
（
笑

い
）
ヨ
ガ
」
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
当
公
民
館
の
高
齢
者
教

室
「
明
寿
大
学
」
の
同
窓
生
た
ち
で
、

パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
人
ば
か
り
で
す
。
講

師
の
話
で
は
、
笑
う
こ
と
で
ス
ト
レ
ス

が
減
り
、
免
疫
力
が
高
ま
る
の
で
、
理

由
な
く
笑
う
こ
と
が
重
要
だ
そ
う
で
す
。

　
楽
し
く
な
く
て
も
意
識
的
に
笑
う
と
、

脳
が
「
笑
っ
た
」
と
認
識
し
、
血
流
が

良
く
な
り
、
酸
素
が
あ
ら
ゆ
る
臓
器
に

行
き
渡
る
こ
と
で
心
身
が
活
性
化
さ
れ
、

元
気
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
笑
い
は
伝
染
し
や
す
い
の
で
、
自
分

が
笑
顔
で
相
手
に
接
す
る
と
、
相
手
も

好
意
的
に
接
し
て
く
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
し
や
す
く
な
る
そ
う
で
す
。

　
高
齢
化
社
会
で
は
、
一
人
一
人
の
介

護
予
防
や
健
康
増
進
へ
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。
「
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
」

笑
い
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
せ
ん
か
。

「
ラ
フ
タ
ー（
笑
い
）ヨ
ガ
」の
効
能

か
わ   

ぐ
ち

ひ
さ
し

川
口
日
志
さ
ん
（
前
橋
市
）

県
民
リ
ポ

タ

だ
よ
り
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　正解者の中から抽選で「県有施設の
無料ご招待券（２枚組み）」などを各５
人にプレゼントします

クロスワードパズル

クロスワードパズルへの応募
はがき・メールを紹介します

ぐんま三大梅林
スタンプラリー

無料

無料

無料

利根観光会館
（沼田市利根町）

道の駅たくみの里
（みなかみ町須川） 

草津国際スキー場、
万座温泉スキー場、
パルコールつま恋リ
ゾート、軽井沢スノー
パーク、鹿沢スノー
エリア

スタンプラリー参加
施設

県内外から集められた４,５００体
以上のひな人形が飾られます。
期間中は「とんかつ街道」加盟
店舗で特典が受けられます（女
性だけ）

さまざまな種類のつるし雛が飾
られます。絵手紙展示会などの
イベントも開催されます

吾妻郡内の五つのスキー場でス
タンプを集めると、豪華なプレ
ゼントが当たります
※スマートフォンが必要です

ぐんま三大梅林(秋間・榛名・箕
郷)、みさと芝桜公園と周辺の観
光施設などを巡って、二つ以上
のスタンプを集めると、抽選で
賞品が当たります

５月６日（日）まで

３月31日（土）まで

老神温泉　びっ
くりひな飾り

たくみの里つる
し雛～ひなめぐ
り～

浅間・白根スノー
エリア　チェック
インラリーキャ
ンペーン

無料

県高崎行政県税事務所
☎027-322-4681
FAX027-326-7076

老神温泉観光協会
☎0278-56-3013
FAX0278-56-3014

浅間・白根スノーエ
リア協議会
☎0279-96-1177
FAX0279-96-1414

たくみの里体験予約
センター
☎0278-20-6111
FAX0278-20-6114

４月１日（日）まで
午前９時～午後４時
※３月21日（水）か
らは５時まで

４月１日（日）まで
午前９時30分～午後
４時30分
※３月９日（金）～11
日（日）を除く

広告の内容に関する一切の責任は、広告主に帰属するものです。この広告内容を県が推奨・保証等するものではありません

名称 日程・時間 会場 内容 費用 問い合わせ先

応募方法　はがき、Ｅメールまたは「ぐんま電子申
請受付システム」。①パズルの答え ②郵便番号 ③
住所 ④氏名（ふりがな）⑤年齢 ⑥今月のぐんま広
報へのご意見・ご感想 ⑦希望の賞品名を書いてくだ
さい（Ｅメールは件名に「クロスワードパズル３月」
と記入してください）
応募先
・ はがき　〒371-8570 群馬県庁広報課クロスワー
ドパズル係
・ Ｅメール　crossword@pref.gunma.lg.jp
・ 電子申請　http://www.shinsei.elg-
front.jp/gunma/navi/index.html
※スマートフォン（Android５以上
およびｉＯＳ５以上）用のＵＲＬは
右図から読み取れます

 

応募期限　３月14日（水）消印有効
※Ｅメール、電子申請は14日送信分まで
賞品　次の中から希望のものを明記してください

※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせて
いただきます

※掲載された人には、ぐんまちゃん
のぬいぐるみをプレゼントします

２月号の答えは「リッシュン（立春）」でした。応募総数は1,429通でした。
たくさんのご応募・ご意見をありがとうございました。

答え：A～Eを順番に並べると？

A B C D E

たてのかぎ
１
　
２
３
　
４
　
５

他人に金銭を貸したときに、一定の割
合で定期に受け取るお金
物の正面（前面）の反対側。背後
学校教育で自然界の事物や現象を学ぶ
教科
水などを含んで、口や喉などをすすぐ
こと
靴を履くときなどに、足に直接はく衣料

よこのかぎ
１
　
６
７
８
９

食物をこしらえること。またそのこし
らえたもの
四隅に角のある形
航空機が飛ぶコース
歌謡曲や歌劇などの歌の文句
何かを決めるために集まって話し合う
こと

D

B

C

A

E

47

9

2 3

8

6 5

1

近代美術館、館林美術館、歴史博物館、自然史博物館、
土屋文明記念文学館、日本絹の里、ぐんまフラワーパーク、
ぐんま天文台、ぐんま昆虫の森、ぐんまちゃんトートバッグ、
ぐんまちゃんグッズ、ザスパクサツ群馬（４月15日藤枝
ＭＹＦＣ戦）、群馬クレインサンダーズ（今シーズンホーム
ゲーム共通）、群馬交響楽団定期演奏会（４月21日）

　私は、仕事を終えて家に帰

ると息子に声を掛け、その日

の学校での出来事について話

を聴きます。

　特集の取材を通じて、ゲー

トキーパーが気に掛かる人に

声を掛けたり、話を聴いたり

するのと同じ行動を、自分が

していることに気付きました。

　普段の生活の中でもゲート

キーパーの知識を役立てるこ

とができると感じたので、今

後もっと詳しく学んでみたい

です。 （小林）

◆群馬の絹を使った、現代に合う

いろいろな商品が開発されていま

す。これからも時代に合った商品

をどんどん生み出してほしいです。

　子どもたちが飼育した蚕から取っ

た生糸で校旗を作るプロジェクト

は、本県ならではの発想で良いで

すね。 （みなかみ町　62歳）

◆母校の子どもたちが座繰り体験

をしている写真を見て、とても懐

かしく思いました。

　絹産業の現状は厳しいですが、

興味を持った子どもたちが未来に

つなげてくれるとうれしいです。

（邑楽町　36歳）

おたより
　コーナー
おたより
　コーナー
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※この広報紙は、毎月第１日曜日に新聞折り込みでお届けしています。県庁県民センター、県行政県税事務所、市役所・町村役場、群馬銀行、東和銀行、農協、フレッ
セイ、セブン -イレブン、セーブオン、ファミリーマート、とりせん、イオンモール太田、ベイシア、アゼリアモールにも置いてあります

※１部当たりの制作費は約3円です
古紙配合率70%以上、白色度70％程度の再生紙使用

※「ググっとぐんま公式サイト」（http://gunma-dc.net/）などに掲載されている主なイベントを紹介
します。詳しくはお問い合わせください
※内容が変更になることがありますので、お出掛けの際はご確認ください




